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Cisco Unity Connection Release 14のシステム要件
このマニュアルでは、Cisco Unity Connectionバージョン 14システムの要件を示しています。
ここで説明する内容は、次のとおりです。

ハードウェア要件

• Cisco Unity Connectionの仕様を満たすサーバ。次の URLから『Cisco Unity Connection 14
Supported Platforms List』を参照してください。https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_
ip_comm/connection/14/supported_platforms/b_14cucspl.html

サポートされていないプラットフォームにバージョン 14を
インストールしようとすると、インストールプログラムの

[製品展開の選択（ProductDeployment Selection）]ウィンドウ
にオプションとして Unity Connectionが表示されません。メ
モリやプロセッサ速度などのプラットフォーム仕様を確認す

るには、『Cisco Unity Connection 14 Supported Platforms List』
の「Unity Connection Supported Servers」にあるサーバごとの
表を参照してください。

注意

• Unity Connection 14は仮想サーバにのみインストールできます。以前の Unity Connection
バージョンからアップグレードする場合や、Cisco Unityから Unity Connection 14に移行す
る場合は、既存のサーバを仮想マシンに置き換える必要があります。物理サーバの仮想

サーバへの移行に関する詳細については、『Install, Upgrade, and Maintenance Guide for
Cisco Unity Connection Release 14』の「Maintaining Cisco Unity Connection Server」の章にあ
る「Migrating from Cisco Unity 4.x and Later to Unity Connection 7.x and Later」の項を参照し
てください。このガイドは、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/
14/install_upgrade/guide/b_14cuciumg.htmlからご利用いただけます。

• Unity Connectionネットワーキング、Unity Connectionクラスタ、シングルインボックスな
どの機能を追加する場合は、その機能をサポートするためにハードディスクの交換や、

Unity Connectionサーバへのメモリの追加が必要となる可能性があります。詳細について
は、『CiscoUnity Connection 14 Supported Platforms List』にある該当するサーバごとの表を
参照してください。
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•サポートされる仮想プラットフォームのリストは、『Cisco Unity Connection 14 Supported
Platforms List』に記載されています。

ソフトウェア要件

ここでは、次の内容について説明します。

ソフトウェア要件：Unity Connectionサーバ
Unity Connectionセットアップによって、Unity Connectionソフトウェアおよび必須のサード
パーティ製ソフトウェアがインストールされます。

ソフトウェア要件：管理者ワークステーション（Unity Connection、Unity Connection
SRSV）

Unity ConnectionおよびUnity Connection SRSVサーバ上のWebアプリケーションにアクセスす
るには、オペレーティングシステムおよびWebブラウザが、インストールするUnityConnection
のバージョンと互換性がある必要があります。表1に、サポートされているオペレーティング
システムおよびブラウザの組み合わせを示します。

表 1 : Unity Connectionおよび Unity Connection SRSV向けの管理者ワークステーションでサポートされているオペレー
ティングシステムおよびブラウザ

管理者ワークステーション上のブラウザAdministrator Workstation上のオペレーティン
グシステム

• Mozilla Firefox

• Safari

• Chrome

Mac OS 10.15（macOS Catalina）

• Mozilla Firefox

• Safari

• Chrome

Mac OS X 11.0.1（macOS Big Sur）

• Microsoft Internet Explorer

• Mozilla Firefox

• Chrome

• Edge

MicrosoftWindows 10（32ビットおよび 64ビッ
ト）

• Enterprise

• Professional
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管理者ワークステーション上のブラウザAdministrator Workstation上のオペレーティン
グシステム

• Microsoft Internet Explorer

• Mozilla Firefox

• Chrome

Microsoft Windows 8.1（32ビットおよび 64
ビット）

• Enterprise

• Standard

• Professional

• Microsoft Internet Explorer

• Mozilla Firefox

• Chrome

Microsoft Windows 7（32ビットおよび 64ビッ
ト）

• Enterprise

• Standard

• Professional

Cisco Unity Connection Administration（CUCA）は、IPv4および IPv6の両方でサポートさ
れるようになりました。ただし、IPv6経由でCUCAにアクセスするには、UnityConnection
プラットフォームがデュアル（IPv4/IPv6）モードで設定されている必要があります。

CentOSでは、IPv6アドレスは DNSによってのみサポートされます。

（注）

サポートされているオペレーティングシステムとブラウザの詳細については、『Compatibility
Matrix: CiscoUnity Connection and the Software onUserWorkstations Guide』を参照してください。
このドキュメントは、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.html
にあります。

ソフトウェア要件：ユーザワークステーション

•ユーザワークステーション上のオペレーティングシステムおよびWebブラウザは、イン
ストールするUnityConnectionのバージョンと互換性がある必要があります。これにより、
ユーザが Cisco Personal Communications Assistantを使用してさまざまな Unity Connection
Webツールにアクセスできるようになります。
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.html
で「Compatibility Matrix for Cisco Unity Connection」を参照してください。

• Cisco Unity Connection ViewMail for Microsoft Outlookを使用している場合、ViewMailバー
ジョンはインストールするUnityConnectionのバージョンと互換性がある必要があります。

• IMAP電子メールアプリケーションを使用して Unity Connectionボイスメッセージにアク
セスする場合、電子メールアプリケーションはインストールする Unity Connectionのバー
ジョンと互換性がある必要があります。
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電話システム統合の要件

Unity Connectionは、Cisco Unified Communications Managerおよび Cisco Unified Communications
Manager Expressと統合することができます。

また、Cisco Unified CMの Unity Connectionとの統合では、Survivable Remote Site Telephony
（SRST）モードの Cisco Unified CM Expressまたは Cisco IOSプラットフォームにインストー
ルされた SRSTのリモートサイトでの使用がサポートされます。

Cisco Unified CMと Cisco Unified CM Expressのサポートされているバージョンについては、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.html
で、「Compatibility Matrix for Cisco Unity Connection」を参照してください。

• PIMG/TIMG連動のために SIPトランクを参照することもできます。PIMG/TIMG連動につ
いては、
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unity-connection/products-installation-and-configuration-guides-list.html
で、該当する Cisco Unity Connectionインテグレーションガイドを参照してください。

UnityConnection PIMG/TIMG連動は、バージョン 6.0のSU10
for Dialogic® 1000 and 2000 Media Gatewayシリーズをサポー
トします。

（注）

•さらに Unity Connectionは、サポート対象の他の電話システムと統合したり、複数の電話
システムと同時に統合したりできます。サポートされているその他の電話システムについ

ては、http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unity-connection/
products-installation-and-configuration-guides-list.htmlで、該当する Cisco Unity Connectionイ
ンテグレーションガイドを参照してください。

ライセンス要件

Unity Connectionでは、Unity ConnectionのライセンスがCisco Smart SoftwareManager（CSSM）
によって管理されます。CSSMとともに Unity Connectionでサポートされるライセンスタグは
次のとおりです。

• CUC_BasicMessaging：次の Unity Connection機能を使用できます。

• Unity Connectionメールボックスと Exchangeメールボックスの同期（シングルイン
ボックス）

•会議の予定表情報

•連絡先情報の交換

•サイト内/サイト間のネットワーキング

• HTTPSネットワーク
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• VPIMネットワーキング

•パーソナル着信転送ルール

• Unity Connectionメールボックスを使用しているユーザ

•ボイスメッセージへの IMAPまたはシングルインボックスのアクセス権があるユー
ザ

•録音時間

•電話機のインターフェイス（TUI）

• Mini Web Inbox

• Web Inbox

• Cisco Unity Connection ViewMail for Microsoft Outlook 11.5(1)以降

• IMAP電子メールクライアント

• Cisco Mobileと Cisco Unified Mobile Communicator

• Cisco Unified Messaging with IBM Lotus Sametime

•ビジュアルボイスメール（Visual Voicemail）

• RSSリーダー

• Cisco Unity Connection Phone View

•ビデオグリーティングとメッセージング

•テナントパーティション

• SAMLシングルサインオン

• CUC_SpeechView：SpeechView標準文字変換サービスを使用できます。

• CUC_SpeechViewPro：SpeechView専門文字変換サービスを使用できます。

• CUC_SpeechConnectPort：Speech Connect機能および音声認識機能を使用できます。

• CUC_EnhancedMessaging：基本メッセージング機能と共にUnity Connection SRSV機能を使
用することができます。

• CUC_SpeechConnectGuestUser：Unity Connection以外のサーバから作成されたVPNIM連絡
先と併せて、ローカル連絡先の最大数を指定できます。

Unity Connectionには、バーチャルアカウントからライセンスまたは権限を予約し、それらを
製品インスタンスに関連付けることができる、特定のライセンス予約機能があります。製品イ

ンスタンスでは、使用量情報をCSSMに通信することなく、予約済みのライセンスを使用する
ことができます。特定ライセンス予約モードでは、Unity Connectionは次のライセンスタグを
サポートしています。

• CUC_BasicMessaging
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• CUC_SpeechConnectPort
• CUC_EnhancedMessaging

Unified Messaging機能を使用するための要件
Unity Connectionを統合して Unified Messagingを有効にできるサポート対象のメールサーバを
以下に示します。

1. Microsoft Exchange 2019および 2016サーバ。
2. Microsoft Office 365。
3. Gmailサーバ。

以下のバージョンのMicrosoft Exchangeサーバがサポートされています。

•累積アップデート 12以前の Exchange Server 2019。

•累積アップデート 23以前の Exchange Server 2016。

Unified Messagingの要件は、次のとおりです。

ユニファイドメッセージングの要件：Unity Connectionとサポートされるメールサー
バ（1つの受信トレイ）の同期

• Microsoft Exchange 2016、2019サーバを Unity Connectionと統合して、Unity Connectionの
ボイスメッセージと Exchangeサーバのユーザメールボックスを同期できます。Unity
ConnectionとMicrosoft Exchangeの統合の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/
docs/voice_ip_comm/connection/14/unified_messaging/guide/b_14cucumgx.htmlで入手可能な
「Cisco Unity Connection Release 14のユニファイドメッセージングガイド」の「ユニファ
イドメッセージングの設定」の章の「Exchange 2016またはExchange 2019でユニファイド
メッセージングを設定するためのタスクリスト」セクションを参照してください。

• Microsoft Office 365を Unity Connectionと統合して、Unity Connectionのボイスメッセージ
とMicrosoft Office 365のユーザメールボックスを同期できます。この製品は、Microsoft社
から提供されるクラウドホスト型のコラボレーションソリューションです。Microsoft
Office 365を使用すると、任意の場所から電子メールと予定表にアクセスできます。Unity
ConnectionとMicrosoft Office 365の統合の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/
td/docs/voice_ip_comm/connection/14/unified_messaging/guide/b_14cucumgx.htmlで入手可能な
「Cisco Unity Connection Release 14のユニファイドメッセージングガイド」の「ユニファ
イドメッセージングの設定」の章の「Office 365でユニファイドメッセージングを設定す
るためのタスクリスト」セクションを参照してください。

• GmailサーバをUnity Connectionと統合して、Unity ConnectionのボイスメッセージとGmail
サーバのユーザメールボックスを同期できます。Google CloudのGoogle Workspaceサービ
スにアクセスするには、管理者アカウントが必要です。Unity Connectionと Gmailサーバ
の統合の詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/
unified_messaging/guide/b_14cucumgx.htmlで入手可能な「Cisco Unity Connection Release 14

のユニファイドメッセージングガイド」の「ユニファイドメッセージングの設定」の章
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の「Google Workspaceでユニファイドメッセージングを設定するためのタスクリスト」セ
クションを参照してください。

• Exchangeサーバと Active Directoryドメインコントローラ/グローバルカタログサーバ
（DC/GC）は、Microsoftがサポートする任意のハードウェア仮想環境にインストールでき
ます。（シスコはメッセージストアサーバや DC/GCに対するテクニカルサポートを提
供しません）。

• Microsoft Exchangeメッセージストアは、Microsoftがサポートする任意のストレージエリ
アネットワークコンフィギュレーションに格納できます。（シスコはメッセージストア

サーバに対するテクニカルサポートを提供しません）。

• Exchangeクラスタはサポートされています。

•複数のフォレスト内の Exchangeサーバにアクセスするには、フォレストごとに 1つ以上
のユニファイドメッセージングサービスを作成する必要があります。Unity Connectionで
は、Unity Connectionサーバあたり最大で 20のユニファイドメッセージングサービスを
サポートします。

•各Unity Connectionサーバのボイスメッセージポート数によって、接続パスに定常状態の
輻輳がない状態で、次の保証帯域幅が必要です。

•各サーバに 50ボイスメッセージポートがある場合：7 Mbps

•各サーバに 100ボイスメッセージポートがある場合：14 Mbps

•各サーバに 150ボイスメッセージポートがある場合：21 Mbps

•各サーバに 200ボイスメッセージポートがある場合：28 Mbps

•各サーバに 250ボイスメッセージポートがある場合：35 Mbps

上記の帯域幅の値は、メールボックスの同期が正常に動作するためのガイドラインとして提供

されています。Unity Connectionクラスタの帯域幅要件の詳細については、「Unity Connection
クラスタの要件」を参照してください。ネットワーク輻輳、CPU使用率、メッセージサイズ
などのその他の条件は、予測より遅いスループットの原因になります。上記のガイドラインに

加え、呼制御およびコール品質の要件も存在します。該当する『Cisco Unified Communications
SRND』で推奨される帯域幅を使用して、それらの要件を計算してください。このドキュメン
トは、http://www.cisco.com/en/US/solutions/ns340/ns414/ns742/ns818/landing_uc_mgr.htmlにあり
ます。

• Unity Connectionのデフォルト設定は、最大 2,000ユーザと、Unity ConnectionとMicrosoft
Exchangeサーバの間での最大 80ミリ秒のラウンドトリップ遅延に十分に対応できます。
2000人以上のユーザや 80ミリ秒以上の遅延に対応する場合は、デフォルト設定を変更で
きます。詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/
design/guide/b_14cucdg.htmlで入手可能な『Design Guide for Cisco Unity Connection Release
14』の「シングルインボックス」の章の「遅延」のセクションを参照してください。

•ユーザは、シングルインボックスに対応したサービスクラスに割り当てられている必要
があります。
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•シングルインボックス用に設定されているユーザごとに、ユーザの Exchangeメールボッ
クスにアクセスするように設定された電子メールクライアント。シングルインボックス

機能を完全に使用するには、Microsoft Outlookを使用し、Cisco ViewMail for Microsoft
Outlookをインストールすることをお勧めします。ViewMail for Outlookは次の作業に必要
です。

• Outlookを使用して、セキュアな Unity Connectionボイスメッセージを確認する。

• Outlookを使用して、同期化されるボイスメッセージの作成、返信、または転送を行
う。

Exchange内の Unity Connectionボイスメッセージにアクセスするために他の電子メールクラ
イアントを使用することはできますが、ViewMail forOutlookで提供される機能は利用できませ
ん。

Outlookに対するUnityConnectionサポートの詳細については、「CiscoUnityConnectionViewMail
for Microsoft Outlookを使用してボイスメッセージにアクセスするための要件」を参照してく
ださい。

•シングルインボックスおよび SpeechView音声テキスト変換用に設定されているユーザの
場合、Exchange内のメッセージは変換後のテキストで更新されません。音声テキスト変換
が含まれる通知メッセージを送信するように Unity Connectionを設定できます。

•メッセージの期限およびシングルインボックスが設定されている場合、Exchange内のメッ
セージから .wavファイルは削除されません。Unity Connection内のボイスメッセージは、
これまでどおりユーザのメールボックスから削除され、ユーザに「このメッセージは期限

が切れた」ことを通知する録音に置き換えられます。

IPv4および IPv6でのシングルインボックスは、Exchange、Microsoft Office 365、および
Gmailサーバでサポートされています。

（注）

ユニファイドメッセージングの要件：SpeechView音声テキスト変換
ボイスメッセージの音声テキスト変換を提供する SpeechView機能は、Unity Connectionでサ
ポートされます。

• Unity Connectionは、SpeechViewサービスを使用するために Ciscoから SpeechViewまたは
SpeechViewProの適切なライセンスを取得している必要があります。

•ユーザは、ボイスメッセージの SpeechView音声テキスト変換に対応したサービスクラス
に割り当てられている必要があります。

• Unity Connectionと統合されるMicrosoft Exchange Serverのサポートされているバージョ
ン。

• Gmailサーバと統合された Unity Connectionは SpeechView機能をサポートしています。

Cisco Unity Connection Release 14のシステム要件
8

Cisco Unity Connection Release 14のシステム要件

ユニファイドメッセージングの要件：SpeechView音声テキスト変換



Microsoft Business Productivity Online Suiteはサポートされていません。

• Exchangeサーバと Active Directoryドメインコントローラ/グローバルカタログサーバ
（DC/GC）は、Microsoftがサポートする任意のハードウェア仮想環境にインストールでき
ます。（シスコはメッセージストアサーバや DC/GCに対するテクニカルサポートを提
供しません）。

• Microsoft Exchangeメッセージストアは、Microsoftがサポートする任意のストレージエリ
アネットワークコンフィギュレーションに格納できます。（シスコはメッセージストア

サーバに対するテクニカルサポートを提供しません）。

• Exchangeクラスタはサポートされています。

•複数のフォレスト内の Exchangeサーバにアクセスするには、フォレストごとに 1つ以上
のユニファイドメッセージングサービスを作成する必要があります。

スマートホストを介してサードパーティ音声テキスト変換サービスにメッセージを送信

するには、UnityConnectionサーバを構成する必要があります。詳細については、『System
Administration Guide for Cisco Unity Connection Release 14』の「SpeechView」の章を参照し
てください。このガイドは、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/
14/administration/guide/b_14cucsag.htmlからご利用いただけます。

（注）

Unity Connectionの要件については、「SpeechView音声テキスト変換を使用するための要件」
を参照してください。

ユニファイドメッセージングの要件：テキスト/スピーチを使用した Exchange電子
メールメッセージへのアクセス

• Unity Connectionと統合されるMicrosoft Exchange Serverのサポートされているバージョ
ン。

• Unity Connectionを使用して設定されたMicrosoft Office 365の電子メールがサポートされ
ています。

• Exchangeサーバと Active Directoryドメインコントローラ/グローバルカタログサーバ
（DC/GC）は、Microsoftがサポートする任意のハードウェア仮想環境にインストールでき
ます。（シスコはメッセージストアサーバや DC/GCに対するテクニカルサポートを提
供しません）。

• Microsoft Exchangeメッセージストアは、Microsoftがサポートする任意のストレージエリ
アネットワークコンフィギュレーションに格納できます。（シスコはメッセージストア

サーバに対するテクニカルサポートを提供しません）。

• Exchangeクラスタはサポートされています。

•複数のフォレスト内の Exchangeサーバにアクセスするには、フォレストごとに 1つ以上
のユニファイドメッセージングサービスを作成する必要があります。

Cisco Unity Connection Release 14のシステム要件
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テキスト/スピーチ機能は、IPv4と IPv6の両方で Exchange
サーバでサポートされています。ただし、IPv6経由で音声テ
キスト変換されたテキストにアクセスするには、Unity
Connectionプラットフォームがデュアル（IPv4/IPv6）モード
で設定されている必要があります。

（注）

Unity Connectionの要件については、テキスト/スピーチを使用して Exchange電子メールメッ
セージにアクセスするための要件（18ページ）を参照してください。

ユニファイドメッセージングの要件：会議の予定表情報へのアクセス

Unity Connectionは、予定表情報用のサポートされているアプリケーションと統合されます。

• Exchange予定表にアクセスするときに、Unity Connectionと統合されるMicrosoft Exchange
Serverのサポートされているバージョン。

• Unity Connectionを使用して設定されたMicrosoft Office 365の予定表がサポートされてい
ます。

• Exchangeサーバと Active Directoryドメインコントローラ/グローバルカタログサーバ
（DC/GC）は、Microsoftがサポートする任意のハードウェア仮想環境にインストールでき
ます。（シスコはメッセージストアサーバや DC/GCに対するテクニカルサポートを提
供しません）。

• Microsoft Exchangeメッセージストアは、Microsoftがサポートする任意のストレージエリ
アネットワークコンフィギュレーションに格納できます。（シスコはメッセージストア

サーバに対するテクニカルサポートを提供しません）。

• Exchangeクラスタはサポートされています。

•複数のフォレスト内の Exchangeサーバにアクセスするには、フォレストごとに 1つ以上
のユニファイドメッセージングサービスを作成する必要があります。

予定表へのアクセスは、IPv4と IPv6の両方で Exchangeサー
バでサポートされています。ただし、IPv6経由で予定表にア
クセスするには、Unity Connectionプラットフォームがデュ
アル（IPv4/IPv6）モードで設定されている必要があります。

（注）

Unity Connectionの要件については、会議の予定表情報にアクセスするための要件（19ペー
ジ）を参照してください。
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ユニファイドメッセージングの要件：Exchange連絡先情報へのアクセス
Exchange連絡先は Unity Connectionにインポートできるため、ユーザは音声コマンドを使用し
て発信コールを行い、連絡先情報に基づいてパーソナル着信転送ルールを作成できます。

• Unity Connectionと統合されるMicrosoft Exchange Serverのサポートされているバージョ
ン。

• Exchangeサーバと Active Directoryドメインコントローラ/グローバルカタログサーバ
（DC/GC）は、Microsoftがサポートする任意のハードウェア仮想環境にインストールでき
ます。（シスコはメッセージストアサーバや DC/GCに対するテクニカルサポートを提
供しません）。

• Microsoft Exchangeメッセージストアは、Microsoftがサポートする任意のストレージエリ
アネットワークコンフィギュレーションに格納できます。（シスコはメッセージストア

サーバに対するテクニカルサポートを提供しません）。

• Exchangeクラスタはサポートされています。

•複数のフォレスト内の Exchangeサーバにアクセスするには、フォレストごとに 1つ以上
のユニファイドメッセージングサービスを作成する必要があります。

• Unity Connectionを使用して設定されたMicrosoft Office 365の連絡先がサポートされてい
ます。

連絡先へのアクセスは、IPv4と IPv6の両方で Exchangeサー
バでサポートされています。ただし、IPv6経由で連絡先にア
クセスするには、Unity Connectionプラットフォームがデュ
アル（IPv4/IPv6）モードで設定されている必要があります。

（注）

Unity Connectionの要件については、Exchange連絡先情報にアクセスするための要件（19ペー
ジ）を参照してください。

ビデオメッセージングを使用するための要件

Cisco Media Senseは廃止され、サポートが終了しているため、Unity Connectionではユー
ザにビデオメッセージング機能を提供しなくなります。Cisco Media Sense EOLの詳細に
ついては、次のリンクを参照してください。https://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/
customer-collaboration/mediasense/eos-eol-notice-c51-738857.html

（注）

• Unity Connectionは、Cisco MediaSenseプライマリノードのサポート対象のバージョンと
統合する必要があります。Cisco MediaSenseクラスタはサポートされません。
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• Unity Connectionユーザには、ビデオパラメータが有効になっているサービスクラスを割
り当てる必要があります。

• Unity Connectionでは IPv4モードだけで設定されます。

• Unity Connectionはビデオ通話で以下のコーデックをサポートします。

• H.264ビデオコーデック

• G.711ulawオーディオコーデック

•ビデオメッセージングとビデオグリーティングは、Cisco Unified Communications Manager
との SIP統合経由でのみサポートされます。

•プライマリ DNSサーバで 500ミリ秒以上の応答遅延がないようにする必要があります。

• MediaSenseサーバは、ラウンドトリップ時間（RTT）の遅延が 10 ms未満の 1 Gbpsサー
バ間接続を使用して Unity Connectionサーバと同じ場所に配置する必要があります。

音声認識機能を使用するための要件

• Cisco Smart Software Manager（CSSM）の必須ライセンスが必要です。

•ユーザは、音声認識に対応したサービスクラスに割り当てられている必要があります。

• G729aを除くサポートされているどの音声コーデックでもコールを Unity Connectionに送
信するように電話システムを設定する必要があります。音声認識機能では、G.729a音声
コーデックはサポートされません。

リモートメッセージモニタは、すべてのエンドポイント

（着信、Unity、および発信）で同じコーデックが使用され
ている場合にのみサポートされます。

（注）

SpeechView音声テキスト変換を使用するための要件
ボイスメッセージの音声テキスト変換を提供する SpeechView機能は、Unity Connectionでサ
ポートされます。

• SpeechViewサービスを使用するには、Cisco Smart SoftwareManagerの必須ライセンスが必
要です。

•ユーザは、ボイスメッセージの SpeechView音声テキスト変換に対応したサービスクラス
に割り当てられている必要があります。

Cisco Unity Connection Release 14のシステム要件
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Unity Connection SpeechView音声テキスト変換の要件については、次を参照してください。ユ
ニファイドメッセージングの要件：SpeechView音声テキスト変換（8ページ）

Cisco PCA経由で Unity Connection Webツールにアクセスするため
の要件

Messaging Assistant Webツール

•ユーザは、Messaging Assistantに対応したサービスクラスに割り当てられている必要があ
ります。

•ユーザワークステーションでサポートされているオペレーティングシステムおよびWeb
ブラウザ。
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.html
で「Compatibility Matrix for Cisco Unity Connection」を参照してください。

Web Inbox Webツール

•ユーザは、Web Inboxおよび RSSフィードに対応したサービスクラスに割り当てられてい
る必要があります。

•ユーザワークステーションでサポートされているオペレーティングシステムおよびWeb
ブラウザ。
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.html
で「Compatibility Matrix for Cisco Unity Connection」を参照してください。

パーソナル着信転送ルールWebツール

• Unity Connectionは、Cisco Unified CommunicationsManager電話システムのサポートされて
いるバージョンと統合する必要があります。（CiscoUnifiedCommunicationsManagerExpress
はサポートされません）。

•ユーザは、パーソナル着信転送ルールWebツールに対応したサービスクラスに割り当て
られている必要があります。

•ユーザワークステーションでサポートされているオペレーティングシステムおよびWeb
ブラウザ。
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.html
で「Compatibility Matrix for Cisco Unity Connection」を参照してください。

Cisco Personal Communications Assistant（CPCA）は、IPv4お
よび IPv6の両方でサポートされるようになりました。ただ
し、IPv6経由で Cisco PCAにアクセスするには、Unity
Connectionプラットフォームがデュアル（IPv4/IPv6）モード
で設定されている必要があります。

（注）
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Web Inboxを使用してボイスメッセージにアクセスするための要
件

•ユーザは、Web Inboxおよび RSSフィードに対応したサービスクラスに割り当てられてい
る必要があります。

•ユーザワークステーションでサポートされているオペレーティングシステムおよびWeb
ブラウザ。
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.html
で「Compatibility Matrix for Cisco Unity Connection」を参照してください。

Web Inboxは、IPv4および IPv6の両方でサポートされるよ
うになりました。ただし、IPv6経由でWeb Inboxにアクセス
するには、Unity Connectionプラットフォームがデュアル
（IPv4/IPv6）モードで設定されている必要があります。

（注）

警告：

Internet Explorerは、Web Inboxを使用したボイスメッセージの再生機能に対応していませ
ん。

Mini Web Inboxを使用してボイスメッセージにアクセスするため
の要件

•電子メール経由で通知にアクセスし、MiniWeb Inbox経由でボイスメッセージにアクセス
するには、認証局の信頼できる証明書がユーザワークステーション上の信頼できるルート

ストアに追加されていることを確認します。Unity Connectionの信頼された証明書の設定
方法の詳細については、『Security Guide for Cisco Unity Connection, Release 14』の「Using
SSL to Secure Client/ Server Connections」の章にある「SecuringUnity ConnectionAdministration,
Cisco PCA, Unity Connection SRSV, and IMAP Client Access to Unity Connection」の項を参照
してください。このガイドは、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/
14/security/guide/b_14cucsecx.htmlからご利用いただけます。

•ユーザワークステーション上で、HTML通知の設定手順を実行します。HTML通知の設
定方法の詳細については、『User Workstation Setup Guide for Cisco Unity Connection Release
14』の「Configuring an Email Account to Access Cisco Unity Connection Voice Messages」の章
にある「Configuring Unity Connection for HTML Based Message Notification」の項を参照し
てください。このガイドは、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/
14/user_setup/guide/b_14cucuwsx.htmlからご利用いただけます。

•ユーザワークステーション上で、MiniWeb Inboxの設定手順を実行します。MiniWeb Inbox
の設定方法の詳細については、『User Workstation Setup Guide for Cisco Unity Connection
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Release 14』の「Configuring an Email Account to Access CiscoUnity ConnectionVoiceMessages」
の章にある「Configuring Unity Connection for Mini Web Inbox」の項を参照してください。
このガイドは、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/user_setup/
guide/b_14cucuwsx.htmlからご利用いただけます。

•コンピュータでの音声の再生

• Mozilla Firefoxは、HTML 5 Audio（.wav形式）を使用してMini Web Inboxのボイス
メッセージを再生します。

•コンピュータでの音声の録音

警告：

• MAC OS：MAC OSでの録音は、電話での録音および再生機能によってのみサポートされ
ます。コンピュータベースの録音はサポートされていません。

ユーザワークステーションでサポートされているオペレーティングシステムおよびWebブラ
ウザについては、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.html
で Cisco Unity Connectionの互換性マトリックスを参照してください。

Mini Web Inboxは、IPv4および IPv6の両方でサポートされます。ただし、IPv6経由で
Mini Web Inboxにアクセスするには、Unity Connectionプラットフォームがデュアル
（IPv4/IPv6）モードで設定されている必要があります。

（注）

Cisco Unity Connection ViewMail for Microsoft Outlookを使用してボ
イスメッセージにアクセスするための要件

• IMAPユーザのみ：ユーザは、IMAPクライアントを使用してボイスメッセージにアクセ
スできるサービスクラスに割り当てられている必要があります。

• IMAPユーザのみ：ユーザは、Outlookの電子メールアカウントを保有し、そのアカウン
トで Unity Connectionボイスメッセージにアクセスできるように設定する必要がありま
す。

•シングルインボックスユーザのみ：ユーザは、Outlookの Exchange電子メールアカウン
トを保有し、そのアカウントが Exchangeメールボックスを指している必要があります。

•ユーザワークステーション上の Outlookバージョンおよびオペレーティングシステムと
ともに使用できる ViewMail for Outlookバージョン。IMAP電子メールクライアントを使
用して Unity Connectionボイスメッセージにアクセスするための要件（16ページ）を参
照してください。
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ワークステーションおよびその他のソフトウェア関連の要件、ならびにインストールおよび

アップグレード情報については、

http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_release_notes_list.htmlで、『Release Notes for
Cisco ViewMail for Microsoft Outlook』を参照してください。

Microsoft Outlook用のCisco Unity Connection ViewMailは、シングルサインオン機能をサポート
しています。

Cisco Unity Connection ViewMail for Microsoft Outlook（VMO）は、IPv4および IPv6の両方
でサポートされています。ただし、IPv6で IMAPクライアントを使用してボイスメッセー
ジにアクセスするには、Unity Connectionプラットフォームをデュアル（IPv4/IPv6）モー
ドで設定する必要があります。

（注）

IMAP電子メールクライアントを使用して Unity Connectionボイス
メッセージにアクセスするための要件

•ユーザは、IMAPクライアントを使用してボイスメッセージにアクセスできるサービスク
ラスに割り当てられている必要があります。

•ユーザワークステーションでサポートされている IMAP電子メールクライアント。
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.html
で「Compatibility Matrix for Cisco Unity Connection」を参照してください。

•ユーザワークステーション上のサウンドカード、スピーカー、およびメディアプレー
ヤー。

IMAPクライアントを使用した Unity Connectionボイスメッ
セージへのアクセスは、IPv4および IPv6の両方でサポート
されるようになりました。ただし、IPv6で IMAPクライアン
トを使用してボイスメッセージにアクセスするには、Unity
Connectionプラットフォームをデュアル（IPv4/IPv6）モード
で設定する必要があります。

（注）

Cisco Unified Personal Communicatorを使用して Unity Connectionボ
イスメッセージにアクセスするための要件

•ユーザは、Unifiedクライアントを使用してボイスメッセージにアクセスできるサービス
クラスに割り当てられている必要があります。

Cisco Unity Connection Release 14のシステム要件
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•ユーザワークステーションでサポートされている Cisco Unified Personal Communicatorの
バージョン。
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.html
で「Compatibility Matrix for Cisco Unity Connection」を参照してください。

ワークステーション、システム、およびその他のソフトウェア関連の要件については、
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-personal-communicator/products-release-notes-list.html
で、該当する『Release Notes for Cisco Unified Personal Communicator』を参照してください。

• Cisco Unified Personal Communicator 8.xでは、Unity Connectionとのセキュアなメッセージ
ングがサポートされます。

• Cisco Unified Personal Communicatorバージョン 8.0以降では、IMAP IDLEがサポートされ
ます。

Cisco Jabberにアクセスするための要件
Unity Connectionは、Cisco Jabber 12.0(1)以降をクライアントとしてサポートしています。

各オペレーティングシステムでの Cisco Jabberの詳細については、次の URLにあるWindows
のリリースノートを参照してください。https://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/jabber-windows/tsd-products-support-series-home.html

Macintoshについては、次のリンクからリリースノートを参照してください。
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/jabber-mac/
tsd-products-support-series-home.html

Cisco Webexへのアクセスの要件
Unity Connectionは、クライアントとして Cisco Webexをサポートしています。

各オペレーティングシステムとのCiscoWebexの詳細については、次のWindowsリリースノー
トを参照してください。https://help.webex.com/en-us/mqkve8/Webex-Release-Notes

Macintoshについては、次のリンクからリリースノートを参照してください。
https://help.webex.com/en-us/mqkve8/Webex-Release-Notes#sprk_2022796

ビジュアルボイスメールを使用して Unity Connectionボイスメッ
セージにアクセスするための要件

ここでは、次の内容について説明します。

•サポートされている Cisco Unified IP電話モデル（『Release Notes for Visual Voicemail』の
「System Requirements」の「Cisco Unified IP電話 Requirements」の項を参照してくださ
い）。
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サーバおよび電話機のファームウェア要件と、ビジュアルボイスメールの使用に関するその他

の情報については、http://www.cisco.com/en/US/products/ps9929/prod_release_notes_list.htmlで該
当するビジュアルボイスメールのリリースノートを参照してください。

RSSリーダーを使用してUnity Connectionボイスメッセージにアク
セスするための要件

•ユーザは、Messaging Inboxおよび RSSフィードに対応したサービスクラスに割り当てら
れている必要があります。

•ユーザワークステーション上のサウンドカード、スピーカー、およびメディアプレー
ヤー。

RSSフィードは、IPv4および IPv6の両方でサポートされる
ようになりました。ただし、IPv6で RSSフィードにアクセ
スするには、Unity Connectionプラットフォームがデュアル
（IPv4/IPv6）モードで設定されている必要があります。

（注）

テキスト/スピーチを使用して Exchange電子メールメッセージに
アクセスするための要件

• Unity Connectionと統合されるMicrosoft Exchange Serverのサポートされているバージョ
ン。

•サポートされているWindowsドメイン設定内の Exchange Server。表 2 :サポートされてい
る ExchangeおよびWindowsドメイン設定に、サポートされている設定を示します。

表 2 :サポートされている ExchangeおよびWindowsドメイン設定

サポートされているWindowsドメイン設定Exchange設定

• Exchange Serverは、Windows Server 2008
または 2012のドメインコントローラ/グ
ローバルカタログサーバです。

• Exchange Serverは、Windows Server 2008
または 2012のメンバサーバです。

Exchange Server 2019を実行している 1台の
サーバ

Cisco Unity Connection Release 14のシステム要件
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サポートされているWindowsドメイン設定Exchange設定

• Exchange Serverは、Windows Server 2008
または 2012のドメインコントローラ/グ
ローバルカタログサーバです。

• Exchange Serverは、Windows Server 2008
または 2012のメンバサーバです。

Exchange Server 2016を実行している 1台の
サーバ

• Unity Connectionサーバと Exchange Serverは、同じローカルエリアネットワーク上に存在
する必要があります。

Unity Connectionの要件については、ユニファイドメッセージングの要件：テキスト/スピーチ
を使用した Exchange電子メールメッセージへのアクセス（9ページ）を参照してください。

Exchangeサーバを使用したテキストと音声間の変換は、IPv4と IPv6の両方でサポートさ
れています。ただし、IPv6経由でテキスト/スピーチにアクセスするには、UnityConnection
プラットフォームがデュアル（IPv4/IPv6）モードで設定されている必要があります。

（注）

会議の予定表情報にアクセスするための要件

Unity Connectionは、予定表情報用のサポートされているアプリケーションと統合されます。

Unity Connectionの要件については、ユニファイドメッセージングの要件：会議の予定表情報
へのアクセスを参照してください。

予定表へのアクセスは、IPv4と IPv6の両方でExchangeサーバでサポートされています。
ただし、IPv6経由で予定表にアクセスするには、Unity Connectionプラットフォームが
デュアル（IPv4/IPv6）モードで設定されている必要があります。

（注）

Exchange連絡先情報にアクセスするための要件
Exchange連絡先は Unity Connectionにインポートできるため、ユーザは音声コマンドを使用し
て発信コールを行い、連絡先情報に基づいてパーソナル着信転送ルールを作成できます。

• Unity Connectionと統合されるMicrosoft Exchange Serverのサポートされているバージョン
が必要です。

Unity Connection 14の要件については、ユニファイドメッセージングの要件：Exchange連絡先
情報へのアクセス（11ページ）を参照してください。
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連絡先へのアクセスは、IPv4と IPv6の両方でExchangeサーバでサポートされています。
ただし、IPv6経由で連絡先にアクセスするには、Unity Connectionプラットフォームが
デュアル（IPv4/IPv6）モードで設定されている必要があります。

（注）

Unity Connection Phone Viewの要件
• Unity Connectionは、Cisco Unified CommunicationsManager電話システムのサポートされて
いるバージョンに統合されました。サポートされているバージョンについては、
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/compatibility/matrix/b_cucclientmtx.html
で、統合タイプ別の Cisco Unity Connectionの互換性マトリックスを参照してください。

•サポートされている Cisco Unified IP電話モデル（サポートされている Cisco Unified
CommunicationsManagerバージョンのファームウェアがインストールされているモデル）。
次の IP電話モデルがサポートされています：8865、9971、8845、7821、EX90、DX70。

URIダイヤリングの要件
• Unity Connectionは、Cisco Unified Communications Managerの URIダイヤリングがサポー
トされているバージョンと統合する必要があります。

• Unity Connectionは、Cisco Unified CommunicationsManagerで SIP統合を介したURIダイヤ
リングをサポートします。

• URIを介して直接ダイヤルするために、Cisco Unified Presence Serverおよび CUCMを使用
して、URIでサポートされる IP電話（89xxまたは 99xxシリーズ）または Jabber/Webex
を設定します。

Cisco Fax Server統合の要件
• Cisco Fax Serverバージョン 10.x（2011年 5月までシスコから入手可能）

• OpenText Fax Server、RightFax Editionバージョン 10.x以降

• Sagemcom Xmedius Fax SPバージョン 6.5.5
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シスコでは、2011年 5月をもって Cisco Fax Serverバージョ
ン10.xの販売を中止する予定です。ただし、CiscoFaxServer
に対するサポートは 2014年 5月まで継続します。Cisco Fax
Serverの販売終了および有効期限切れの日付の詳細について
は、
http://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/unified-communications/unity/end_of_life_notice_c51-630608.html
を参照してください。

（注）

LDAPディレクトリとの統合の要件
• Unity Connectionはサポートされている LDAPディレクトリと統合しました。表 3に、サ
ポートされるディレクトリとそれらがサポートされている Unity Connectionバージョンを
示します。

表の最後の列には、Unity Connectionが同期および認証のためアクセスする LDAPディレ
クトリサーバが利用できなくなった場合に、バックアップとして動作する追加の LDAP
ディレクトリサーバの指定を、LDAPディレクトリサーバがサポートしているかが示さ
れています。

表 3 : LDAPディレクトリの同期および認証サポート

冗長ディレクトリサーバのサポートサポートされる LDAPディレクトリ

はいMicrosoft Active Directory 2019 Lightweight
Directory Services

はいMicrosoft Active Directory 2019

はいMicrosoft Active Directory 2016 Lightweight
Directory Services

はいMicrosoft Active Directory 2016

はいMicrosoft Active Directory 2012 Lightweight
Directory Services

はいMicrosoft Active Directory 2012および Active
Directory 2012 R2

はいMicrosoft Active Directory 2008および Active
Directory 2008 R2

はいMicrosoft Active Directory 2008 Lightweight
Directory Services

はいMicrosoft Active Directory 2003
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冗長ディレクトリサーバのサポートサポートされる LDAPディレクトリ

はいMicrosoft Active Directory Application Mode
（Windows Server 2003およびWindows XP
Professional）

はいOpenLDAP 2.3.39および 2.4

はい他の LDAPv3対応ディレクトリ

はいSun iPlanetまたは他の OpenLDAPディレクト
リサーバ

いいえSun ONE Directory Server 5.2以降

• Active Directoryを使用する場合、単一の Unity Connectionサーバを複数のユーザ検索ベー
スと統合できます。ただし、この場合すべてのユーザ検索ベースが同じ Active Directory
フォレスト内に存在する必要があります。Unity Connectionを 1つ以上のフォレストと統
合するには、フォレストそれぞれにデジタルでネットワーク化されたUnityConnectionサー
バをインストールしてください。

• Unity ConnectionをMicrosoft Active Directory 2008 Lightweight Directory Services用に設定し
ている場合は、Cisco Unity Connection Administrationで [Microsoft Active Directoryアプリ
ケーションモード（Microsoft Active Directory Application Mode）]オプションを選択して
ください。

• Unity Connectionを Novell e-Directory Services用に設定している場合は、[Cisco Unity
Connectionの管理（Cisco Unity Connection Administration）]で [Sun iPlanetまたは他の
OpenLDAPディレクトリサーバアプリケーションモード（Sun iPlanet or other OpenLDAP
directory server Application Mode）]オプションを選択してください。

• Sun iPlanetまたは Sun ONEディレクトリサーバを使用している場合、単一の Unity
Connectionサーバを複数のユーザ検索ベースと統合できます。ただし、この場合すべての
ユーザ検索ベースが同じツリー内に存在する必要があります。Unity Connectionを 1つ以
上のツリーと統合するには、ツリーそれぞれにデジタルでネットワーク化された Unity
Connectionサーバをインストールしてください。

Unity Connectionクラスタの要件
システムが Unity Connectionクラスタ用に設定されている場合は、要件が次のシナリオでどの
ように変わるかを検討してください。

両方のサーバが同じ建物またはサイトに設置されている場合のクラスタの要件

•どちらのサーバも、『Cisco Unity Connection 14 Supported Platforms List』に記載された仕様
を満たす必要があります。このリストは、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_
comm/connection/14/supported_platforms/b_14cucspl.htmlからご利用いただけます。
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• 2つの仮想マシンが含まれているクラスタでは、この両方のマシンが同一の仮想プラット
フォームオーバーレイに属している必要があります。

•両方の Unity Connectionサーバが同じ場所に配置されている必要があります。
•両方のUnity Connectionサーバが同一のローカルエリアネットワークに配置されている必
要があります。

•両方の Unity Connectionサーバが 100 Mbps以上のネットワークへの Unity Connectionを備
えている必要があります。

•最大往復遅延は、5 ms以下でなければなりません。
•ネットワークでは、Unity Connectionサーバへの接続に次のロードバランシング技術が使
用されている必要があります。

• Unity Connectionサーバには、パブリッシャサーバと共通のDNS名が最初に割り当て
られます。

•ユーザクライアントセッションと管理者セッションはすべて、パブリッシャサーバ
に接続します。パブリッシャサーバが機能しなくなった場合、ユーザクライアント

セッションと管理者セッションは、サブスクライバサーバに接続する必要がありま

す。

•電話システムは、着信コールをサブスクライバサーバへ転送するよう試みる必要があ
ります。コールの応答に利用できるボイスメッセージングポートがサブスクライバ

サーバにない場合、電話システムはコールをパブリッシャサーバに転送する必要があ

ります。

• Unity Connectionサーバはファイアウォールで分離されないようにする必要があります。
•両方の Unity Connectionサーバで、インストールされているソフトウェアおよびエンジニ
アリングスペシャルのバージョンが同一である必要があります。

•両方の Unity Connectionサーバで、同じ機能と構成が有効である必要があります。
•両方の Unity Connectionサーバは、同一の電話システムに接続する必要があります。
• Unity Connectionサーバそれぞれに 2枚の NICがある場合、各 Unity Connectionサーバの 2
枚のNICは、1つの IPアドレスによって耐障害性の設定にする必要があります。または、
いずれかの NICを 1枚無効にする必要があります。2つの NICに対する個別の IPアドレ
スの設定は、ネットワークロードバランシングとしてサポートされていません。

•以前のバージョンの Unity Connectionでサポートされていたサーバの一部では、メモリ
アップグレードが必要です。ご使用のサーバでメモリアップグレードが必要かどうかを確

認するには、『CiscoUnity Connection 14 Supported Platforms List』で該当するサーバごとの
表を参照してください。

Unity Connectionクラスタ機能は、SAML SSOでの使用がサポートされていません。（注）

サーバが異なる建物またはサイトにある場合のクラスタの要件

•どちらのサーバも、『Cisco Unity Connection 14 Supported Platforms List』に記載された仕様
を満たす必要があります。このリストは、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_
comm/connection/14/supported_platforms/b_14cucspl.htmlからご利用いただけます。
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• 2つの仮想マシンが含まれているクラスタでは、この両方のマシンが同一の仮想プラット
フォームオーバーレイに属している必要があります。

•各Unity Connectionサーバのボイスメッセージポート数によって、接続パスに定常状態の
輻輳がない状態で、次の保証帯域幅が必要です。

•各サーバに 50ボイスメッセージポートがある場合：7 Mbps
•各サーバに 100ボイスメッセージポートがある場合：14 Mbps
•各サーバに 150ボイスメッセージポートがある場合：21 Mbps
•各サーバに 200ボイスメッセージポートがある場合：28 Mbps
•各サーバに 250ボイスメッセージポートがある場合：35 Mbps

上記の帯域幅の値は、2台のサーバ間の同期トラフィックにおけるアクティブ-アクティ
ブクラスタが正常に動作するためのガイドラインとして提供されています。ネットワー

ク輻輳、CPU使用率、メッセージサイズなどのその他の条件は、予測より遅いスループッ
トの原因になります。上記のガイドラインに加え、呼制御およびコール品質の要件も存

在します。該当する『Cisco Unified Communications SRND』で推奨される帯域幅を使用し
て、それらの要件を計算してください。このドキュメントは、

http://www.cisco.com/c/en/us/solutions/enterprise/unified-communication-system/index.htmlにあ
ります。

（注）

•パブリッシャとサブスクライバの両方がコールを使用する場合、最大ラウンドトリップ遅
延は 100 ms以下である必要があります。パブリッシャのみが通話を受けている場合、サ
ブスクライバはアイドルですが、パブリッシャをレプリケートしており、最大ラウンドト

リップ遅延は 150 ms以下である必要があります。
•ネットワークでは、Unity Connectionサーバへの接続に次のロードバランシング技術が使
用されている必要があります。

• Unity Connectionサーバには、パブリッシャサーバと共通のDNS名が最初に割り当て
られます。

• Jabber、WebInboxなどのユーザクライアントおよび管理者セッションはすべて、パ
ブリッシャサーバに接続します。パブリッシャサーバが機能しなくなった場合、ユー

ザクライアントセッションと管理者セッションは、サブスクライバサーバに接続す

る必要があります。
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•

フェールオーバーが発生して、Unity Connectionクラスタの
パブリッシャノードが完全にダウンしていない場合、サブ

スクライバノードがプライマリノードになり、ユーザクラ

イアント（Jabber、WebInboxなど）は引き続きパブリッシャ
ノードに接続されます。ただし、ユーザがクライアントを介

してボイスメールにアクセスする場合に遅延が発生する可能

性があります。この場合管理者は、フェールオーバーをトラ

ブルシュートするように、RTMTアラート
「AutoFailbackInitiedおよび AutoFailbackSucceed」を設定す
る必要があります。これらのアラームの設定の詳細について

は、次のリンクから『AlarmMessageDefinitions for CiscoUnity
Connection Release 14』のガイドを参照してください。
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/
14/alarm_messages/14cucalrmmsgdef.html上述のように、Cisco
Unity Connectionフェールオーバーのシナリオでユーザクラ
イアント（Jabber、Web Inboxなど）を介してシームレスな
ボイスメールアクセスのエクスペリエンスを体験するには、

両方のサーバが別々の建物またはサイトにある場合は、双方

向における最大遅延を 5ms以下で Unity Connectionクラスタ
に展開することをお勧めします。または、両方のサーバを同

じ建物またはサイトにインストールするよう計画してくださ

い。詳細については、『System Requirements for Cisco Unity
Connection Release 14』ガイドの「Cluster Requirements When
Both Servers are Installed in the Same Building or Site」の項を参
照してください。

注意

•電話システムは、着信コールをサブスクライバサーバへ転送するよう試みる必要があ
ります。コールの応答に利用できるボイスメッセージングポートがサブスクライバ

サーバにない場合、電話システムはコールをパブリッシャサーバに転送する必要があ

ります。

•ファイアウォールの TCPポートと UDPポートがオープンである必要があります。これに
ついては、『Security Guide for Cisco Unity Connection Release 14』の「IP Communications
Required by Cisco Unity Connection」の章を参照してください。https://www.cisco.com/c/en/
us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/security/guide/b_14cucsecx.html

•両方の Unity Connectionサーバで、インストールされているソフトウェアおよびエンジニ
アリングスペシャルのバージョンが同一である必要があります。

•両方の Unity Connectionサーバで、同じ機能と構成が有効である必要があります。
•両方の Unity Connectionサーバに、同一のタイムゾーンを設定する必要があります。
•両方の Unity Connectionサーバは、同一の電話システムに接続する必要があります。
• Unity Connectionサーバそれぞれに 2枚の NICがある場合、各 Unity Connectionサーバの 2
枚のNICは、1つの IPアドレスによって耐障害性の設定にする必要があります。または、
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いずれかの NICを 1枚無効にする必要があります。2つの NICに対する個別の IPアドレ
スの設定は、ネットワークロードバランシングとしてサポートされていません。

•以前のバージョンの Unity Connectionでサポートされていたサーバの一部では、メモリの
アップグレードまたはハードディスクの交換が必要です。ご使用のサーバでメモリのアッ

プグレードやハードディスクの交換が必要かどうかを確認するには、『Cisco Unity
Connection 14 Supported Platforms List』で該当するサーバごとの表を参照してください。

Unity Connectionクラスタ機能は、SAML SSO機能との併用はサポートされていません。（注）

Unity Connectionネットワーキングの要件
サイト内ネットワーキングを介して Unity Connectionサーバを結合し、単一サイト（デジタル
ネットワーク）を形成できます。サイトごとに最大 10のUnity Connectionサーバまたはクラス
タを追加できます。さらに、同じディレクトリ情報を共有する、合計最大 20までの Unity
Connectionサーバのサイト間ネットワーキングを通して 2つの Unity Connectionサイトをリン
クできます。

あるいは、サイト間ネットワーキングを使用して、最大 10のサーバがある単一の Unity
Connectionサイトを単一のCiscoUnityサーバまたはデジタルネットワークとリンクできます。
（Unity Connectionクラスタでは、パブリッシャサーバのみがネットワークに参加するため、
各サイトの 10という制限に対して、クラスタは単一サーバとしてカウントされます）。

HTTPSネットワーキングを使用して、単一サイトネットワーク内の最大25のUnityConnection
サーバまたはクラスタをリンクできます。これはHTTPS Unity Connectionネットワークと呼ば
れます。

サイト内ネットワーキングの要件

サイト内ネットワーキングでは SMTPを使用して Unity Connectionサーバ間でのディレクトリ
の同期およびメッセージネットワーキングを提供します。

Unity Connectionバージョン 11.xとバージョン 12.xサーバは、各サーバがCiscoUnity Connection
ガイドのシステム要件の該当するすべての要件を満たしている限り、同じサイトに共存できま

す。

サイト内ネットワーキングの要件は次のとおりです。

•サイトのバージョン12.xサーバはそれぞれ、このマニュアルの該当する要件をすべて満た
している必要があります。

•サイトの各サーバは、サイトの他のサーバに TCP/IPポート 25（SMTP）経由で直接アク
セスできるか、サーバ間を SMTPメッセージが SMTPスマートホスト経由でルーティン
グする必要があります。

•サイトに Unity Connectionクラスタが 1つ以上ある場合、パブリッシャおよびサブスクラ
イバサーバのクラスタの SMTPドメインの両方を解決するためにスマートホストを利用
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できるようにして、パブリッシャサーバがダウンした場合にメッセージトラフィックが

クラスタサブスクライバサーバに到達できるようにする必要があります。

•ネットワーク化された Unity Connectionサーバによって作成された仮想ディレクトリは、
「Unity Connectionのディレクトリオブジェクトの制限」の表 4に記載されたオブジェク
トの最大数を超えないようにする必要があります。

SAML SSO機能で、サイト内ネットワーキングのすべての
ノードにアクセスできるわけではありません。ローカルの管

理者だけが Unity Connectionのサイト内ネットワーキングを
構成できます。

（注）

サイト間ネットワーキングの要件

サイト間ネットワーキングを使用して、Unity Connectionサイトと別のUnity Connectionサイト
をリンクできます。あるいは、これを使用して Unity Connectionサイトを Cisco Unityサーバま
たはCiscoUnityデジタルネットワークにリンクできます。リンクされたサイトはCiscoVoicemail
Organizationと呼ばれます。

サイト間ネットワーキングの要件は次のとおりです。

• CiscoVoicemail OrganizationのUnity Connectionサーバまたはクラスタはバージョン 14で、
このマニュアルに記載されている該当のすべての要件を満たす必要があります。

•すべての Unity Connectionサイトが「サイト内ネットワーキングの要件」に記載された要
件を満たす必要があります。

仮想サーバの詳細および追加する必要があるメモリの仕様については、次の URLから
『Cisco Unity Connection 14 Supported Platforms List』を参照してください。https://www.cisco.com/
c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/supported_platforms/b_14cucspl.html

•ネットワーク化されたサイトによって作成された仮想ディレクトリは、「UnityConnection
のディレクトリオブジェクトの制限」の表4に記載されたオブジェクトの合計最大数を超
えないようにする必要があります。

•サイト間ネットワーキングは最大2つのサイトまでリンクするのに使用されます（サイト
あたり、2つ以上のサイト間リンクの追加はサポートされません）。

SAML SSO機能で、サイト間ネットワーキングのすべてのノードにアクセスできるわけ
ではありません。ローカルの管理者だけがUnity Connectionのサイト間ネットワーキング
を構成できます。

（注）

HTTPSネットワーキングの要件
ハブスポークトポロジに基づいて強固に接続されたネットワークを構成するには、1つ以上の
Unity ConnectionサーバまたはクラスタにリンクするためにHTTPSネットワーキングを使用で
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きます。ネットワークで相互に結合されるサーバは、ロケーションと呼ばれます（Unity
Connectionクラスタはネットワーク内の 1つのロケーションとして数えられます）。ネット
ワーク内で、各ロケーションはディレクトリ情報のやり取りに HTTPまたは HTTPSを、また
ボイスメッセージのやり取りに SMTPを使用します。

HTTPSネットワーキングの要件は次のとおりです。

• HTTPSネットワークのUnity Connectionサーバまたはクラスタはバージョン 10.x以降で、
このマニュアルに記載された該当する要件を満たす必要があります。

•ネットワーク内の各サーバは IPアドレスに対応しており、ポート 8081で HTTP、または
ポート 8444で HTTPSを使用してディレクトリ情報を交換可能である必要があります。

•ネットワーク内のサーバはネットワーク内の他のサーバに、TCP/IPポート25またはSMTP
スマートホストを通して直接 SMTPメッセージをルーティングできる必要があります。

•ネットワークに 1つ以上の Unity Connectionクラスタが含まれる場合、パブリッシャとサ
ブスクライバサーバの両方にクラスタの SMTPドメインを解決するためにスマートホス
トを使用可能である必要があります。これにより、パブリッシャサーバがダウンした場合

にメッセージトラフィックをサブスクライバサーバに迂回することができます。

•ネットワーク化された Unity Connectionサーバによって作成された仮想ディレクトリは、
「UnityConnectionのディレクトリオブジェクトの制限」のセクションの表 5 :HTTPSUnity
Connectionネットワークのディレクトリオブジェクト制限と表 6 : HTTPSUnity Connection
ネットワークのディレクトリオブジェクト制限に記載されたオブジェクトの最大数を超

えないようにする必要があります。

• HTTPSネットワーキングは最大 25の Unity Connectionロケーションをリンクするために
使用できます。

• HTTPSネットワーキングは単一サイトネットワークのみをサポートします。（ネットワー
ク内の複数の Unity Connectionサイトの接続はサポートされません。）

• HTTPSネットワーキングは、サイト内またはサイト間ネットワーキングではサポートさ
れていません。

HTTPSネットワーキングは、Cisco Business Editionバージョ
ン 3000での使用はサポートされていません。HTTPSネット
ワーキングを使用する前に、サイト内またはサイト間ネット

ワーキングでディレクトリレプリケーションが適切に行わ

れることを確認してください。また、Unity Connectionサー
バはトポロジおよびディレクトリのサイズによって適切な

OVAを使用する必要があります。

（注）
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SAMLSSO機能で、HTTPSネットワーキングのすべてのノー
ドにアクセスできるわけではありません。ローカルの管理者

だけがUnityConnectionのHTTPSネットワーキングを構成で
きます。

（注）

セキュリティアサーションマークアップ言語シングルサインオン

（SAML SSO）の使用の要件
SAML SSOにより、ユーザは以下の Unified Communication製品上の Unity Connectionサブスク
ライバWebインターフェイスおよび管理Webアプリケーションにわたるシングルサインオン
アクセスが可能になります。

• Cisco Unity Connection

• Cisco Unified Communications Manager

• Cisco Unified IM/Presence

• Cisco Unified Communications OSの管理

• Disaster Recovery System

SAML SSOを介したWebアプリケーションページへのアクセスの詳細については、次のリン
クから Cisco Unity Connection, Release 14の「Quick Start Guide for SAML SSO」を参照してくだ
さい。https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/quick_start/guide/b_
14cucqssamlsso.html

SAML SSO機能では、次のサードパーティアプリケーションが必要です。

• LDAPディレクトリ。

• Identity Providerはエンドユーザを認証し、SAMLアサーションを返します。SAMLアサー
ションは、Yes（認証成功）またはNo（認証失敗）の応答のいずれかを示します。エンド
ユーザがユーザ名とパスワードを入力すると、ユーザのログイン情報は Identity Provider
で認証します。これにより、Unity Connectionサーバ上のWebアプリケーションにアクセ
スできます。

現在サポートされている Identity Providerの詳細については、『 SAML SSO Deployment Guide
for Cisco Unified Communications Applications』の「SAML-Based SSO Solution」の章を参照
してください。このガイドは、https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.htmlからご利用
いただけます。

• SAMLSSO機能をCiscoUnityConnectionAdministrationから有効にするには、UnityConnection
に少なくとも 1人の管理者権限を持つ LDAPユーザがいることを確認します。
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Unity Connectionは SAML SSO機能に対して SAML 2.0プロ
トコルをサポートします。

（注）

上記のサードパーティ製品は、以下の構成要件を満たす必要があります。

• Active Directoryドメインコントローラ/グローバルカタログサーバおよび Active Directory
Federated Services（ADFS）は、Microsoftがサポートするすべてのハードウェア仮想環境
にインストールできます。（シスコでは、Identity Providerとして機能する DC/GCまたは
ADFSに対して技術サポートを提供しません）。

•使用している Identity Providerは、Unity Connectionのようなすべてのクライアントシステ
ムでネットワーク上のホスト名を使用してアクセス可能である必要があります。

• SAML SSOに参加するすべてのエンティティのクロックを同期させる必要があります。

サードパーティ製品の詳細については、上記製品のマニュアルを参照してください。

SAMLSSOは、Unity Connectionの IPアドレスのみの構成でサポートされていないため、
ドメインネームサーバ（DNS）がUnity Connectionで設定されていることを確認してくだ
さい。

（注）

Unity Connection 14で現在サポートされるすべてのWebブラウザで、Webクライアントアプ
リケーションへの SAML SSOアクセスが許可されます。

VPIMネットワーキングの要件
Unity Connectionは、インターネットメール用の音声プロファイル（VPIM）バージョン 2をサ
ポートします。VPIMバージョン 2では、他のメッセージングシステムとの間でボイスメッ
セージとテキストメッセージの交換が可能です。

VPIMネットワーキングを使用すると、Unity Connectionと次のメッセージングシステムとの
間にメッセージネットワーキングを実現できます。

• Unity Connection 14、12.x、11.xおよび 10.x。

•インターネット RFC 3801の定義に従って VPIMバージョン 2プロトコルをサポートする
サードパーティ製ボイスメッセージングシステム。

Cisco Business Editionの Unity Connectionでの VPIMの使用については、『Networking Guide for
Cisco Unity Connection, Release 14,』の「VPIM Networking」の章を参照してください。このガ
イドは、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/networking/guide/b_
14cucnetx.htmlからご利用いただけます。
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プロビジョニングアプリケーションを使用するための要件

サポートされているプロビジョニングアプリケーション：

• Unimax Second Natureバージョン 6.8 B0以降。

プロビジョニングソフトウェアに関してテクニカルサポートまたはトラブルシューティングが

必要な場合には、その製造元から適切な情報を取得する必要があります。シスコは、Unity
Connectionアプリケーションに関するテクニカルサポートだけを提供します。

Unity Connection 10.xからバージョン 14に移行するための要件
移行時には、ユーザデータ、およびボイスメッセージ（オプション）のみが保持されます。

システムレベルのコンフィギュレーションデータ（テンプレートやサービスクラスなど）は

手動で設定する必要があります。

Unity Connection 14の要件は、Unity Connection 10.xの要件とは異なります。Cisco TACの
サポートを受けるには、システムがUnityConnection 14の要件を満たしている必要があり
ます。

注意

Unity Connectionバージョン 10.xから 14への移行の要件を次に示します。

•このマニュアルに記載されている該当のすべての要件。
• Unity Connectionとの使用がサポートされていて、特にメモリおよびプロセッサ速度に関
する Unity Connection 14の仕様を満たしているサーバ。サポートされる Unity Connection
サーバの詳細（個々のサーバの仕様を含む）については、次の URLから『 Cisco Unity
Connection 14 Supported Platforms List』を参照してください。https://www.cisco.com/c/en/us/
td/docs/voice_ip_comm/connection/14/supported_platforms/b_14cucspl.html

サポートされていないプラットフォームにバージョン 14をインストールしようとする
と、インストールプログラムの [製品展開の選択（Product Deployment Selection）]ウィン
ドウにオプションとして Unity Connectionが表示されません。

注意

仮想マシンに Unity Connectionをインストールするための要件
Unity Connectionがインストールされているのと同じ物理サーバに他の Cisco Unified
Communicationsアプリケーションをインストールする方法については、UnifiedCommunications
仮想化Wiki
（http://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/virtualization-cisco-unity-connection.html）
を参照してください。
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• Unity Connectionを物理サーバで実行しており、Unity Connection 14への移行を望んでいる
場合、Unity Connection 14では物理的Unity Connectionサーバの使用がサポートされないた
め、物理サーバから仮想サーバに移行する必要があります。

• Unity Connectionの仕様を満たし、仮想環境での使用がサポートされている物理ホスト。
次の URLから『Cisco Unity Connection 14 Supported Platforms List』を参照してください。
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/supported_platforms/b_
14cucspl.html

• VMware vSphere ESXiバージョン 5.0 Update 1、5.5、6.0、6.5、6.5 Update 2、および 6.7の
該当するエディションが、Unity Connection仮想マシンが実行されるホストサーバにイン
ストールされていること。

• ESXiバージョン 5.0 Update 1、5.5、6.0、6.5、6.5 Update
2、および6.7のアップデートはサポートされています。

• Unity Connection 14は、ESXiバージョン 7.0 U1と VM
ハードウェアバージョン 17以上をサポートします。

（注）

• 300 GBと 500 GBの vDiskをサポートする VMware構成の場合：Unity Connection仮想マシ
ンが配置されるデータストアは、Unity Connection仮想マシンの仮想ディスクが意図した
サイズになるように、十分なVMwareVMFSブロックサイズでフォーマットされている必
要があります。たとえば、ブロックサイズが 1MBの場合、仮想ハードディスクのサイズ
は最大で 256 GBです。ブロックサイズが 2 MBになると、512 GBの仮想ディスクを使用
できます。

• Unity Connection 8.0(2)以降は、シスコ、HP、および IBM製の仕様に基づいたハードウェ
ア上で実行できます。ただし、いくつかの制約事項が適用されます。詳細については、
http://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/collaboration-virtualization-hardware.html
を参照してください。

• Unity Connectionが仮想アプライアンスとして実行されているサーバ上での入出力デバイ
スのサポートは、FCoEアダプタと Cisco統合型ネットワークアダプタにまで拡張されて
います。詳細については、
http://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/collaboration-virtualization-hardware.html
を参照してください。

• Unity Connection 8.0(2)以降では、制限付きですが、FC、FCOE、iSCSI、および NFS SAN
環境がサポートされるようになりました。詳細については、
http://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/virtualization-collaboration-storage-design-requirements.html
を参照してください。

• Unity Connection用にサポートされている VMware機能のリストについては、
http://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/virtualization-collaboration-storage-design-requirements.html
を参照してください。

• USBキーのアクセスはサポートされません。
•プロセッサおよびメモリのオーバーサブスクライブはサポートされません。
• VMware vSphere ESXi 5.1以前の場合は、1つ以上のプロセッサコアを VMware ESXiハイ
パーバイザ/スケジューラで使用できる必要があります。
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• VMwarevSphereESXi5.5以降では、仮想マシンの遅延を軽減するために、遅延感度機能が
搭載されています。遅延感度の値を高く設定した場合は、ESXiハイパーバイザやスケ
ジューラ用に未使用のプロセッサコアを確保する必要はありません。

• Unity Connection仮想マシンに割り当てられた仮想ディスクはすべて、最高のストレージ
パフォーマンスを実現する independent-persistentモードに設定します。

• Network Time Protocol（NTP）サーバはUnity Connectionサーバからアクセスできる必要が
あります。

• Unity Connectionクラスタを構成する場合、Unity Connectionを 1台の物理サーバと 1台の
仮想マシンにインストールすることも、2台の仮想マシンにインストールすることもでき
ますが、2台の仮想マシンは別の物理ホストに存在する必要があります。ブレードをホス
トに使用する場合、ブレードは別のシャーシに配置することを推奨します。

• CPUでハイパースレッディング機能を使用できる場合は、論理コアを作成するためにその
機能を有効にする必要があります。ただし、論理コアは、論理コア対 vcpuではなく、物
理コア対 vcpuの 1:1のマッピングに基づく Unity Connectionルールを変更しません。

Unity Connectionのディレクトリオブジェクトの制限
この項では、ディレクトリオブジェクト制限をリストする 2つの表を示します。

表 4 : Unity Connectionサーバのディレクトリオブジェクトの制限に、Unity Connectionサーバ
に作成できる特定のオブジェクトの最大数を示します。これらのオブジェクトには、サーバで

使用されているプラットフォームオーバーレイに関係なく、制限が課されます。

Unity Connectionサーバをリンクするためにレガシー（サイト内またはサイト間ネットワーキ
ング）またはHTTPSネットワーキングを使用する場合は、表4 :UnityConnectionサーバのディ
レクトリオブジェクトの制限の制限がサイトまたは組織内の各Unity Connectionサーバに適用
されます。

表 4は、ネットワーク化された Unity Connectionサーバによって作成された仮想ディレクトリ
に適用されます。Unity Connectionサーバがサイト内ネットワーキングを使用してネットワー
ク化されると、ロケーション間の複製により、各ロケーションに格納されているユーザ、管理

者定義の連絡先、システム同報リスト、パーティション、サーチスペース、および VPIMロ
ケーションに加えて、データとロケーション自体が含まれる仮想ディレクトリが作成されま

す。サーバがサイト間ネットワーキングを使用してネットワーク化されると、個別サーバの仮

想ディレクトリには、両サイトのユーザに加えて、サーバが属するサイトにローカルな管理者

定義の連絡先、システム同報リスト、パーティションおよび両サイトのサーチスペース、およ

びローカルサイトの VPIMロケーションが含まれます。

表 5 : HTTPS Unity Connectionネットワークのディレクトリオブジェクト制限と表 6 : HTTPS
UnityConnectionネットワークのディレクトリオブジェクト制限は、HTTPSネットワーク内で
接続された Unity Connectionサーバによって作成された仮想ディレクトリに適用されます。
Unity ConnectionサーバがHTTPSネットワーキングを使用してリンクされると、ロケーション
間の複製により、各ロケーションに格納されているユーザ、管理者定義の連絡先、システム同

報リスト、パーティション、サーチスペース、およびVPIMロケーションに加えて、データと
ロケーション自体が含まれる仮想ディレクトリが作成されます。プラットフォームのオーバー

レイに依存する他のオブジェクトのディレクトリオブジェクトの制限については、次の URL
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にある『Cisco Unity Connection 14 Supported Platforms List』に記載されています。
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/supported_platforms/b_14cucspl.html

表 4 : Unity Connectionサーバのディレクトリオブジェクトの制限

Unity Connectionの制限ディレクトリオブジェクト

3.000サービスクラス

40,000コールハンドラ

1,200コールルーティング規則

5メールボックスストア

2000サーチスペース

2000パーティション

100VPIMロケーション

表 4の制限は、ネットワークが 2つのロケーションのみから構成されているか、サポートされ
るロケーションの最大数から構成されているかにかかわらず、サイト全体またはCiscoVoicemail
Organizationに適用されます。（たとえば、Unity Connectionバージョン 12.xで個別のサーバ
プラットフォームが制限をサポートしている場合、1サイトに 10ロケーションで 1ロケーショ
ンあたり 10,000 Unity Connectionユーザ、または 2サイトに 20ロケーションで 1ロケーション
あたり 5,000 Unity Connectionユーザが上限です）。

表 5 :HTTPSUnityConnectionネットワークのディレクトリオブジェクト制限の制限は、ロケー
ションが 20,000ユーザをサポートする仮想プラットフォームオーバーレイを使用していると
想定しており、ネットワーク全体に適用されます。

表 5 : HTTPS Unity Connectionネットワークのディレクトリオブジェクト制限

Unity Connectionの制限ディレクトリオブジェクト

25 1
接続ロケーション

100VPIMロケーション

100,000システム同報リスト

25,000システム同報リストあたりのメンバ

150万システム同報リスト全体の同報リストメンバ

合計数

20同報リスト内にネストされたリスト

10,000*パーティション
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1 HTTPSネットワークで接続できる Unity Connectionロケーションの制限は、表 6 : HTTPS
UnityConnectionネットワークのディレクトリオブジェクト制限に記載されているプラッ
トフォームの仕様とは異なります。

2,000以上のサーチスペースとパーティションを単一サイトで使用する場合、以下のアク
ティビティが低速化します。

•システム管理のサーチスペースの検索が低速化します。
•サーチスペースの修正および保存は 6分以上かかる場合があります。
•サーチスペースの変更/保存/並べ替えはサイト全体で複製するのに最大 20分かかる
場合があります。

（注）

表 6 :HTTPSUnityConnectionネットワークのディレクトリオブジェクト制限は、各種のプラッ
トフォームオーバーレイでサポートされる HTTPSネットワーク内の特定のオブジェクトの最
大数をリストしています。表に記載されている制限は、ネットワーク内のすべての Unity
Connectionロケーションが同じプラットフォームオーバーレイであると想定されるネットワー
クに適用されます。

表 6 : HTTPS Unity Connectionネットワークのディレクトリオブジェクト制限

最大で 20,000ユー
ザ対象の仮想プ

ラットフォーム

オーバーレイ

最大で 10,000ユー
ザ対象の仮想プ

ラットフォーム

オーバーレイ

最大で 5,000ユー
ザ対象の仮想プ

ラットフォーム

オーバーレイ

最大で

1,000ユーザ対象
の

プラットフォーム

オーバーレイ

2510103ネットワーク内の

接続ロケーション

5331HTTPSリンク注

20,00010,0005,0001000Unity Connection
ローカルユーザ

80,00040,00035,0009,000リモートユーザ

150,00030,00020,000-連絡先（管理者定

義およびVPIM連
絡先）
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ネットワーク内のスポークロケーションとして 1vCPUサーバを接続する必要がありま
す。

• 1vCPUサーバはネットワーク内でハブとして接続できません。

HTTPSネットワークでサポートされるUnityConnectionのロケーションの最大数は以下の
条件に基づいています。

• HTTPSネットワークの深さは 2番目のレベルまで到達可能。

•ネットワークで使用されるサーバは、同じ仮想プラットフォームオーバーレイのも
の。

•各ロケーションでサポートされる HTTPSリンクは、表 6 : HTTPS Unity Connection
ネットワークのディレクトリオブジェクト制限に記載されているのと同じもの。

•ネットワーク内で最大 25のロケーションに接続できる。

（注）

たとえば、2vCPUサーバでのみ作成された HTTPSネットワークおよび各ロケーションが最大
3つの HTTPSリンクをサポートする場合、最大 10のロケーションをネットワーク内で接続で
きます。同様に、HTTPSネットワークでサポートされる Unity Connectionロケーションの数
は、サーバによって使用される他の仮想プラットフォームオーバーレイに対して計算されま

す。

HTTPSネットワークは、以下の考慮事項に基づいて、異なるプラットフォームオーバー
レイの組み合わせで作成できます。

• HTTPSネットワークで接続可能なロケーション数は、ネットワーク内で使用される
最上部のプラットフォームオーバーレイによって決定されます。

•ディレクトリのサイズはネットワークで使用される最下部のプラットフォームオー
バーレイによって決定されます。

（注）
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Unity Connectionのコンポーネントで利用可能な言語

言語はライセンス制約されません。Unity Connectionでは、インストールして使用できる
言語の数に制限はありません。ただし、インストールする言語が増えると、ボイスメッ

セージを保存するディスク空き容量が減ります。次のリンクで利用可能な『 Cisco Unity
Connection 14 Supported Platforms List』では、各サーバで使用可能なストレージの分数に
関する情報については、インストールされている言語が 5つ以下であることを想定して
います。https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/supported_platforms/
b_14cucspl.html

（注）

ここでは、Unity Connectionコンポーネントで利用可能な言語を示します。

Cisco Personal Communications Assistant（PCA）

アラビア語（サウジアラビア）、カタロニア語、中国語（香港）、中国語（中国）、中国語

（台湾）、チェコ語、デンマーク語、オランダ語（オランダ）、英語（アメリカ）、フィンラ

ンド語、フランス語（カナダ）、フランス語（フランス）、ドイツ語、ギリシャ語、ヘブライ

語、ハンガリー語、イタリア語、日本語、韓国語、ノルウェー語、ポーランド語、ポルトガル

語（ブラジル）、ポルトガル語（ヨーロッパ）、ロシア語、スペイン語（ラテンアメリカ）、

スペイン語（スペイン）、スウェーデン語、トルコ語

Cisco Personal Communications Assistant（PCA）ヘルプ

アラビア（サウジアラビア）、中国語（中国）、中国語（台湾）、チェコ語、デンマーク語、

オランダ語（オランダ）、英語（アメリカ）、フランス語（カナダ）、フランス語（フラン

ス）、ドイツ語、ハンガリー語、イタリア語、日本語、韓国語、ポーランド語、ポルトガル語

（ブラジル）、ロシア語、スペイン語（ラテンアメリカ）、スペイン語（スペイン）、スウェー

デン語、トルコ語

Cisco Unity Connection Administration

英語（アメリカ）、日本語

Cisco Unity Connection Administrationヘルプ

英語（アメリカ）

Cisco ViewMail for Microsoft Outlook 12.0以降

アラビア語（サウジアラビア）、カタロニア語、中国語（香港）、中国語（中国）、中国語

（台湾）、チェコ語、デンマーク語、オランダ語（オランダ）、フィンランド語、フランス語

（カナダ）、フランス語（フランス）、ドイツ語、ギリシャ語、ヘブライ語、ハンガリー語、

イタリア語、日本語、韓国語、ノルウェー語、ポーランド語、ポルトガル語（ブラジル）、ポ

ルトガル語（ヨーロッパ）、ロシア語、スペイン語（ラテンアメリカ）、スペイン語（スペイ

ン）、スウェーデン語、トルコ語

Cisco Unity Connection Web Inbox
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カタロニア語、中国語（香港）、中国語（中国）、中国語（台湾）、チェコ語、デンマーク

語、オランダ語（オランダ）、英語（アメリカ）、フィンランド語、フランス語（カナダ）、

フランス語（フランス）、ドイツ語、ギリシャ語、ハンガリー語、イタリア語、日本語、韓国

語、ノルウェー語、ポーランド語、ポルトガル語（ブラジル）、ポルトガル語（ヨーロッパ）、

ロシア語、スペイン語（ラテンアメリカ）、スペイン語（スペイン）、スウェーデン語、トル

コ語

Cisco Unity Connection Mini Web Inbox

英語（アメリカ）

テキストと音声間の変換エンジン

アラビア語（サウジアラビア）、中国語（中国）、カタロニア語、中国語（香港）、中国語

（台湾）、チェコ語、デンマーク語、オランダ語（オランダ）、英語（オーストラリア）、英

語（アメリカ）、英語（イギリス）、フィンランド語、フランス語（カナダ）、フランス語

（フランス）、ドイツ語、ハンガリー語、イタリア語、日本語、韓国語、ノルウェー語、ポー

ランド語、ポルトガル語（ブラジル）、ポルトガル語（ヨーロッパ）、ロシア語、スペイン語

（ラテンアメリカ）、スペイン語（スペイン）、スウェーデン語、トルコ語。

Cisco SpeechView用トランスクリプションサービス

英語（オーストラリア）、英語（アメリカ）、英語（イギリス）、フランス語（カナダ）、フ

ランス語（フランス）、ドイツ語、イタリア語、ポルトガル語（ブラジル）、スペイン語（ラ

テンアメリカ）、スペイン語（スペイン）

音声認識エンジン

英語（アメリカ）

管理者/インストール担当者向け製品マニュアル

英語（アメリカ）、日本語

エンドユーザ向け製品マニュアル

中国語（中国）、中国語（台湾）、デンマーク語、オランダ語（オランダ）、英語（アメリ

カ）、フランス語（フランス）、ドイツ語、イタリア語、日本語、韓国語、ポルトガル語（ブ

ラジル）、ロシア語、スペイン語（ラテンアメリカ）、スペイン語（スペイン）、スウェーデ

ン語

5つの Cisco Unity Connectionユーザガイドの翻訳版が、
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/tsd_products_support_translated_end_user_guides_list.html
から入手できます。

サポートされる言語の数値コードとアルファベットコード

一括管理ツールおよび CSVファイルを使用してユーザを作成または更新するときは、表 7 :
Unity Connectionでサポートされている言語のコードの数値コードを使用します。各ユーザの
言語列に該当する 4桁または 5桁の数値コードを入力します。詳細については、『System
Administration Guide for Cisco Unity Connection, Release 14』の「一括管理ツール」の章を参照し
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てください。このガイドは、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/
administration/guide/b_14cucsag.htmlからご利用いただけます。

言語関連のログエントリおよびエラーコードを解釈するには、英字コードを使用します。

表 7 : Unity Connectionでサポートされている言語のコード

英字コード数値コード言語

ARA1025アラビア語（サウジアラビ

ア）

CAT1027カタロニア語

ZHH3076中国語（香港）

CHS2052中国語（中国）

CHT1028中国語（台湾）

CSY1029チェコ語

DAN1030デンマーク語

NLD1043オランダ語（オランダ）

ENA3081英語（オーストラリア）

ENG2057英語（イギリス）

ENU1033英語（アメリカ）

ENX33801英語 TTY/TDD（アメリカ）

FIN1035フィンランド語

FRC3084フランス語（カナダ）

FRA1036フランス語（フランス）

DEU1031ドイツ語

ELL1032ギリシャ語

HEB1037ヘブライ語

HUN1038ハンガリー語

ITA1040イタリア語

JPN1041日本語

KOR1042韓国語
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/administration/guide/b_14cucsag.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/14/administration/guide/b_14cucsag.html


英字コード数値コード言語

NOR1044ノルウェー語

PLK1045ポーランド語

PTB1046ポルトガル語（ブラジル）

PTG2070ポルトガル語（ヨーロッパ）

RUS1049ロシア語

ESO9226スペイン語（ラテンアメリ

カ）

ESP1034スペイン語（スペイン）

SVE1053スウェーデン語

TRK1055トルコ語

Ciscoおよび Ciscoロゴは、シスコまたはその関連会社の米国およびその他の国における商標

または登録商標です。To view a list of Cisco trademarks, go to this URL:www.cisco.com/go/trademarks.
Third-party trademarks mentioned are the property of their respective owners.「パートナー」という

用語の使用は Ciscoと他社との間のパートナーシップ関係を意味するものではありません。
(1110R)

このマニュアルで使用している IPアドレスおよび電話番号は、実際のアドレスおよび電話番

号を示すものではありません。マニュアルの中の例、コマンド出力、ネットワークトポロジ

図、およびその他の図は、説明のみを目的として使用されています。説明の中に実際のアドレ

スおよび電話番号が使用されていたとしても、それは意図的なものではなく、偶然の一致によ

るものです。
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このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。
リンク情報につきましては、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている場合がありますこ
とをご了承ください。
あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容については米国サイトのドキュメントを参照ください。

http://www.cisco.com/go/trademarks


翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


